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｢楴野カオリンｰの現況

一“東濃の陶磁器産業と漂料資源''への追記一

藤井紀之1)

て｡はじめに

本誌2000年9月号に須藤･内藤(2000)による東

濃の陶磁器産業と原料資源の紹介が掲載された.

かつて盛況をきわめた頃の原料産地の状況とオｰ

バｰラップさせながら興味深く読ませて頂いた.特

に私の30年以上も前の報告(Fujii,1968)を引用し

て頂いたことは,引退近い地質家にとって光栄で

もあり,また大変嬉しいことである.

ただ1ヶ所,気になる記述があったので,須藤氏

の了解を得て追記をさせていただくことにした.そ

れは日本の代表的な風化残留性カオリン鉱床であ

る｢柿野カオリン｣は,今でもごく一部ではあるが観

察できるということである.

2｡現地を訪ねて

2000年の秋,藤岡･土岐一帯の土岐砂礫層を調

査する機会があったので,途中久しぶりで柿野鉱

山を訪ねてみた.すでに須藤･内藤(2000)でも紹

介されているように,かつて柿野鉱山が稼行してい

た柿野集落北側の小高い丘陵地には,西ノ平工業

団地が造成されており(第1図),当時の面影はな

くなっている.

私が調査をした1965年頃お世語になった片桐一

郎氏は数年前に亡くなられ,現在ではご令弟の片

桐敏信氏があとを継いでおられる.今ではカオリン

の生産は行っておらず,残された水簸設備を使っ

て若干量の珪砂を精製･出荷しているとのことで
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第1図柿野カオリン鉱床位置図.
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写真1柿野鉱山(株)社長片桐敏信氏.氏の立っている写真2

小段にカオリンと蛙目粘土が残されている.

カオリン化した珪長岩とこれを覆う蛙目粘土.ハ

ンマｰの頭の部分がほぼ両者の境界にあたる.

ある.

片桐氏にお話をうかがったところ,｢まだカオリン

もその上の蛙目粘土も見ることができる｣というこ

となので早速案内していただいた.

以下,カオリンと蛙目粘土,カオリン鉱床の産

状,土岐口陶土層の分布という3点を中心に紹介

してみたい.

3,風化カオリンと蛙目粘土

カオリンと蛙目粘土が見られる場所は雑木林の

中にあり,しかも薄く土砂に覆われているので,片

桐氏の案内がなければ見つけることも難しい.写

真1で片桐氏が立っておられる幅20m奥行5mほど

の小段が,現在ただ1ヶ所残っているカオリンとそ

の上の蛙目粘土の層が見られる所である.この小

段の前面を掘ってみると,カオリン化した珪長岩と

その上に載った蛙目粘土の層が現れた(写真2).

ハンマｰの位置より上のやや黒ずんだ部分が蛙目

粘土で,下の白っぽく見える部分がカオリン化した

珪長岩である.

この蛙目粘土とカオリン化した珪長岩の粉末X

線回折パタｰンを第2図に示した.この図から蛙目

粘土はごく少量の石英とカリ長石を含むが,大部

分は結晶の規則性が高いカオリナイトからなること

がわかる.一方,珪長岩がカオリン化した試料は,

カオリナイトの他に若干の石英と斜長石を含むほ

か,ハロイサイトを伴っている.これはハロイサイト
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剖釧｢一篇土とカオリンの粉末X線回

(2)カオリン化珪長岩

(3)カオリン化珪長岩(300℃加熱後)
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折パタｰン.簡易水簸して作成した

半定方位試料を用いた.使用機材

は理学電気製ミニフレックス.鉱物

名の略称は,Qz.石英,Kf.カリ長

石,P1斜長石,Haハロイサイト.主

要なピｰクの面間隔(A)も表示し

た.
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あるいはイライトのものと思われる10Aの回折ビｰ

ク(図にHaと表示)が,300℃加熱により号7.2A前

後に収縮したことで確認された.またカオリナイトも

結晶の規則性では蛙目粘土よりやや低いことが読

みとれる.

この鉱床は福尾由朽名(亙960)によって始めて

｢柿野カオリン鉱床｣として報告された,カオリンと

いう言葉が使われたのは,この粘土が蛙目などに

較べて可塑性に乏しく,もつぱら陶磁器原料に使用

されたためと思われる咀ちなみに昌`カオリンHという

名称は,鉱物学的な意味で使用される場合と,商

品名として使用される場合とがある､商品名として

の“カオリン"は,｢白色でカオリン族鉱物を主成分

とし,主として製紙原料や陶磁器原料に使用され

る粘土｣を指す.

4.風化カオリン鉱床の産状

写真3にカオリン採掘跡の現況を示した.鉱床付

近では土岐砂礫層が厚く被っているため広い範囲

が剥土されたが,カオリンと蛙目粘土を採掘した部

分は100m×80m程度である.第3図にFし1jii(1968)

の図を簡略化して示した.カオリン鉱床付近には,

多数の珪長岩岩脈が集中的に分布していることが

お分かりいただけると思う.

風化作用は花開岩咀珪長岩岩脈の表層部全体に

及び,特に蛙目粘土層(土岐口陶土層に対比出来

ると思われる)に被われる部分およびその周縁部

写真3柿野鉱山採掘跡.茂みの中に粘土鉱床が残され

ている.

で白色カオリン化が著しい.珪長岩では,深部に

むかってカオリン化帯から弱風化帯に移化するの

に対し,花商岩では両帯の間に水酸化鉄が濃集し

た部分が挟まれる.このため,カオリンとして採掘

可能な部分はかなり限られていた.特に土岐砂礫

層に直接被われる花商岩の表層部では,白色のカ

オリン化帯が残っている部分はほとんど見られな

かった.このことは,砂礫層堆積前に表層部に生

成されていたカオリン化帯が削剥された可能性を

示唆している.蛙目粘土層の下に花商岩が白色カ

オリン化した部分が残っていることは,蛙目粘土層

がカオリン化帯を浸食作用から守る役割を果たし

たためと思われる.

なお珪長岩はやや粗粒のアプライトないしペグ

マタイト質岩の岩脈で,幅2～10m程度のものが多

NW寺一

㍉1･去

幣㍗ヌ撚苛

一寺SE

○〕○｣

○06

○○

○q

●

籔

十十十

30皿

20皿

IO皿

【地質の凡例】

田土岐砂礫属目､籠蛙層､酢長岩岩脈日111花嵐岩

【風化帯区分の凡例】

団力才リン化帯国水酸化鉄濃鱗□弱風化帯

第3図柿野鉱山の地質断面図｡Fψ(互968)の図を簡略化した.
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い.柿野カオリン鉱床の場合,苦鉄質鉱物をほと

んど含まない珪長岩岩脈が良質のカオリンの母材

となったことも,鉱床形成の重要な要素の一つとな

ったと考えられる.

この種の岩脈は多治見･土岐地域では余り見ら

れず,柿野カオリンの場合は例外的と言える.領家

研究グルｰプ(1972)によれば,柿野付近で苗木花

岡岩が伊奈川花商岩に貫入しており,珪長岩岩脈

も苗木花商岩の活動に関連して形成された可能性

が大きい.

5｡土岐口陶土層の分布と産状

須藤･内藤(2000)･須藤(2000)によって紹介さ

れたように,土岐口陶土層は,新第三紀後半に多

治見･土岐･瑞浪を中心とする東濃地方に散在し

ていた湖沼に堆積した地層で,基盤の花闇岩の風

化生成物に由来すると推定されるカオリン質粘土

を多量に含み,瀬戸地域とともに日本最大の陶土

および耐火粘土の産地として知られている.

土岐口陶土層の形成がどんなふうに始まったの

かをさぐるうえで,基盤の風化部を土岐口陶土層が

直接被う露頭は興味深い｡しかし,それを観察で

きる所は多くはない.陶土層の基底部には､礫･砂

などの粗粒の堆積物が発達するため苛各鉱山では

基底部まで採掘しないのが普通だったからである.

そんななかで私が柿野カオリンとともに陶土層堆

積時の基盤の風化状況を示す貴重な証拠としてあ

げたのが,多治見市小名田地区の風化珪石である

(Fψ誼王968).

風化珪石とは,チャｰトが風化･脱色された脆弱

な珪石でヨ稿薬などの原料として奥村第一および

丸洋の2鉱山で採掘されていた.風化珪石を産出

するのはチャｰトが直接陶土層に被われている箇

所に限られており,陶土層の堆積により,当時の風

化帯表層部が削剥されるのを売れたことを示して

いる.

柿野カオリンの場合も同様であることは既に述

べた通りで,土岐口陶土層が堆積しなければ風化

残留性カオリン鉱床は消失していた可能性が高い.

なお今回の調査の結果,私がF}山968)で示

した柿野地区の土岐口陶土層の分布範囲がやや広

すぎたことが明らかとなった.これについては,中

山(1985)が指摘したように,土岐砂礫層中に挟在

される粘土層を陶土層と誤認したためと思われ

る.当時確認した断層露頭なども現在は見られな

いので,正確な陶土層の分布は不明であるが,中

山(1985)が述べた｢柿野鉱山周辺の土岐口陶土層

とされているものは,土岐砂礫層のチャｰト礫主体

の円礫層に挟まれている粘土層であることを確認

した｣という結論は,速断に過ぎると言える.確か

に土岐砂礫層中にも粘土層が挟在する.しかしそ

れらの粘土は,微細な石英粒子を主とし,イライト,

結晶度のきわめて低いカオリン鉱物,それに少量

のスメクタイト様鉱物を含むもので,前述したような

結晶の規則性が高い高純度のカオリナイトからなる

蛙目粘土とは全く異質のものである.

1985年当時,楴野鉱山はまだ健在であり,今回

明らかになったように,切羽に行けば風化花商岩

や珪長岩を被う粘土層が観察できた筈であること

を指摘しておきたい.

6｡おわりに

最後に突然の訪問にも拘わらず,お忙しい中,

現場をご案内下さった柿野鉱山(株)社長片桐敏

信氏とこの追記の投稿を快く承諾して下さり,伸介

の労をとって頂いた須藤定久氏に厚くお礼を申し

上げる.

文献

Fujii,N.(1968):Genesisofthe五reclaydepositsinToki･Tajimidi}

trict,Gi五一prefecture,CentralJapan.Rep.Geo1.Su岬Jap…m,No.230,

��

福尾券一･朽名重治(1960):柿野カオリンについて.粘土科学の進

歩,2,p.101-106.枝報堂.

中山脇博(1985):岐阜県土岐市における瀬戸層群の堆積盆地.地

団研尊報No.29,p.119-129.

領家研究グルｰプ(1972):中部地方領家帯の花商岩類の相互関係.

地球科学､26,p.205-216.

須藤定久･内藤一樹(2000):東濃の陶磁器産業と原料資源.地質二

･ユｰス､no.553,33-41､

須藤定久(2000):岐阜県山岡町原地区の蛙目粘土.地質ニュｰス,

湯���㈭��

F叩1Noriyuk三(200ユ):neKakinomine,a蚊picalresid一

張aikaolindeposit圭臓J置pan.

<受付:2000年12月5日>

地質ニュｰス561号�




